
【取組内容①】「同時共同編集を活用した「対話的な学び」の充実（スプレッドシート）」

喬木第一小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

授業の流れ
• 課題の提示
• はじめの考えを入力
• 友だちの考えをじっくり読む
（１０分）

• 友だちの考えをもとに、自分
の考えを更新させる

• 参考にした友達を明記する

実践のポイント
• 友だちの考えをじっくり読む
時間を確保する

• 答えが一律に決まっていたり、
「調べましょう」といった課
題は適さない

• 教師は説明や解説をするので
はなく、友だちの考えをもと
に自分の考えに取り入れたり、
新たな考えを創造することを
支援する

慣れてくると文量が多くなってきて、読むのに時間がかかる
⇒色を変えたりアンダーラインを引いたりして、重要な個所をピックアップ
内容を整理・分析することを通して、文字数制限を設けたりして、短く的確な文章を作成する指導

６年生



【取組内容①】「他者の考えをもとにした「構造化」の取り組み」

喬木第一小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

友だちの考えをもとに
クラスの考えを構造化 自分の考えに反映

授業の流れ
1. 課題の提示
2. はじめの考えを入力
3. 友だちの考えをもとにクラスの考
えを構造化

4. ジャムボードやスプレッドシート
をもとに、話し合い活動（必要に
応じて）

5. 構造化された考えをもとに自分の
考えを更新

５年生



【取組内容②③】「端末の持ち帰りによる授業と家庭学習のシームレスな接続」

喬木第一小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

単元の学習計画を
事前に提示

本時に入る事前学習として、HNK 
for Schoolの動画や教科書・資料集
から、課題に対する情報の収集・
整理までを家庭で行ってくる

家庭学習の範囲

授業を通して
自分の考えを更新

友だちの考えをみたり
友だちとの話し合いを通して
ジャムボードに情報を付け加
えたり、再整理する

６年生



【取組内容④】Googleチャットによる職員連絡の効率化

喬木第一小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

Point①「ツールを一つに絞ってスリム化」
黒板の掲示板・校務支援システム・Googleクラスルームなど連絡媒体が複数に分散してしまっており、
複雑化していた
⇒Googleチャットに一本化。チャットをみれば職員連絡が完結するように調整した。

Point②「連絡分類ごとにスペースを作成」
最初は一つのスペースだけですべての連絡を行っていたが、古い投稿が流れてしまい大事な連絡が目
に触れない
⇒連絡内容ごとにスペースを作成し、投稿が分散するように工夫。チェック漏れがなくなった。

今後、必要なスペースをさらに検討



【取組内容④】「GoogleマップによるPTA危険個所マップの作製」

喬木第一小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

Point①「外部からの編集を許可しPTA役員がスマホから直接入力」
これまで役員ごと紙に記入し本部役員が集約したものを、学校がチェックした後、役場に提出していた。
⇒Googleマップに役員が直接入力することで集約の作業を省略。学校のチェックや役場への提出も事前に
URLを共有しておくだけで済み、作業が簡略された。

• マップに直接ピン打ち
• 内容メモ、写真添付

【今後】
• 修繕等、役場で対応した箇所に
ついて色の変更等で記録を残す

• マップデータを年度を超えて引
き継ぐことで、最初から調査・
入力しなおすなど手間を軽減

• 未対応／対応済みの個所を正確
に引き継ぐ


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

